
 

遺伝看護・遺伝カウンセリングコース 

1-a．共通科目では，医療技術の進歩や研究で得られた最新の知見を検索する能力と，医療専門職

者として研究的に思考し，かつ倫理観を持って分析するための基礎的知識を学びます。 
1-b．学修の到達度は，レポートにより評価します。 

2-a．専門科目では，講義で遺伝学と遺伝カウンセリングの基礎知識，先端技術を学び，その知識

を基に実習では遺伝医療と生活の実際に触れ，遺伝医療の対象となる人々の理解を深めます。

実践能力向上を目指し，近年のトピック，研究についてディスカッションしながら，講義，実

習での学びと合わせて倫理観を身につけます。 
2-b．学修の到達度は，一部の科目は筆記試験，その他はレポートやプレゼンテーション，ディス

カッションを通じて評価します。 

3-a．遺伝看護および遺伝カウンセリングの実践につながる研究活動を遂行するために必要な手法

を身につけるようセミナー，特別研究を系統的に配置します。 
3-b．学修の到達度は，レポートやプレゼンテーション，ディスカッションで評価しますが，最終的

には修士論文の審査に合格することにより評価します。 

 
 
科目に関する別表（遺伝看護・遺伝カウンセリングコース） 
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基礎的知識 
・理解 

 医療情報特論 
分子遺伝系 

カウンセリング技法 

 

専門的知識・

理論 

保健医療社会学特論 遺伝医療学 

基礎遺伝解析学演習 

 

高度な実践

能力 

 遺伝看護実習 

遺伝カウンセリング実習 

 

調整能力・ 

倫理観・リー

ダーシップ 

 看護倫理  

 

研究手法・ 
教育的手法 

 遺伝看護セミナー リプロダクティブヘルス分野特

別研究 



〈 DP-1 〉

人間や生活に関
わる幅広い学問
領域の知識を修
得している。

〈 DP-2 〉

高度専門職業人
に必要な知識や
理論を修得して
いる。

〈 DP-3 〉

看護・助産学，
理学・作業療法
学領域における
高度な臨床実践
能力を修得して
いる。

〈 DP-4 〉

科学的に探究す
る研究手法なら
びに教育的手法
を修得している。

〈 DP-5 〉

他領域の人々と
連携・協働する
ための調整能力
を身につけてい
る。

〈 DP-6 〉

高 い 倫 理 観 を
持って実践でき
るリーダーシッ
プを身につけて
いる。

保健医療社会学特論

【看護実践科学】
看護倫理

共通科目（2単位）

専門科目（2単位）

学位論文
最終審査

学位審査 学位取得

1年次 2年次

※最低修得単位数；32単位以上

医歯薬学総合研究科 保健学専攻（修士課程）カリキュラムツリー
遺伝看護・遺伝カウセリングコース

遺伝看護セミナー
分子遺伝系

基礎遺伝解析学演習
遺伝医療学

医療情報特論
カウセリング技法
遺伝看護実習

研究科が開設する遺伝看護関連科目（18単位）

分野別特別研究（10単位）

リプロダクティブヘルス分野特別研究

研究指導

遺伝カウセリング実習
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